
過去事例を引用した警戒の呼びかけ

～ 「自らの命は自らが守る」 社会を支える取組 ～

高松地方気象台

平成30年（2018年）7月豪雨
（記録的な大雨）



（参考）平成３０年7月豪雨 （平成30年７月５日～７月８日）

前線や台風第7号の影響により、日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給され続け、西日本を中心に広い範囲
で記録的な大雨となった。香川県では、三豊市財田で降り始めからの総雨量（6月29日08時～7月8日13時）
が488.0ミリを観測、また7月1日から7月8日までの降水量は400.0ミリとなり、7月の月降水量第1位を上回る大
雨となった。
県内では各市町で大雨警報が発表となり、7月6日未明から8日朝にかけ土砂災害の危険度が高まり、広い範囲で
土砂災害警戒情報を発表した。

当時の降水量（6月29日08時～7月8日13時）
市町村 地点名(ﾖﾐ) 値(mm)

三豊市 財田(ｻｲﾀ) 488.0

綾川町 滝宮(ﾀｷﾉﾐﾔ) 476.5

多度津町 多度津(ﾀﾄﾞﾂ) 444.0

高松市 高松(ﾀｶﾏﾂ) 349.5

高松市 香南(ｺｳﾅﾝ) 343.5

徳島県美馬市 竜王山(ﾘｭｳｵｳｻﾞﾝ) 327.0

東かがわ市 引田(ﾋｹﾀ) 302.5

小豆島町 内海(ｳﾁﾉﾐ) 291.5

日降水量が7月として1位を更新した地点
市町村名 地点名（ﾖﾐ） 観測所の種類 値（mm） 起日 統計開始年

三豊市 財田(ｻｲﾀ) アメダス 160.5 7月6日 1978年

屋島西町で発生したがけ崩れ
（香川県提供）

地上天気図：平成30年7月8日
09時

香川県の被害概要（消防庁：平成30年7月豪雨及び台風第12号による被害状況（第60報）令和元年８月20日１3時００分現在より）

負傷者3名、住家全壊1棟、住家半壊2棟、一部損壊10棟、床上浸水1棟、床下浸水9棟

気象庁ホームページ 災害をもたらした気象事例（ https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/20180713.html）


